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『EV用ワイヤレス給電【WEBセミナー】』 セミナー申込書

会社・大学
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お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 240534 

 

◆日時：2024年05月17日（金） 10:30～16:30

◆【WEB限定セミナー】在宅、会社にいながらセミナーを受けられます　

◆受講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

電気自動車（EV）用ワイヤレス給電の基礎と
         実用化への課題・今後の動向

【プログラム】 

【講演の趣旨】 

１．ワイヤレス電力伝送の背景と４方式
　　(１) ワイヤレス電力伝送の需要背景・最新動向
　　　1. 研究機関の動向（主に海外）
　　(２)現在と将来のワイヤレス給電の使用法紹介
　　　1. 医療（がん治療・ライフタイムアンクルバンド）、センサ類、宇宙向け
、海水応用、鉄筋透過応用、ロボットなど
　　(３) 磁界結合方式
　　(４) 電界結合方式
　　(５) マイクロ波電力伝送方式
　　(６) レーザー電力伝送方式
２．標準化動向など
　　(１) 標準化動向（SAE J2954，IEC, ISO最新動向など）
　　(２) 電波防護指針など
　　(３) 国内電波法
３．基礎知識
　　(１) 電磁誘導の原理 (２) 共振現象の紹介
　　(３) 高周波特有の損失 (４) 実際のコイルの作り方の紹介
　　(５) サーキュラーコイル・DDコイルなど
４．磁界共鳴（磁界共振結合）

●講師 : 東京理科大学 創域理工学部電気電子情報工学科 准教授 博士（工学） 居村 岳広 氏
　　(１) 磁界共鳴
　　　1. 等価回路の導出 2. 磁界共鳴の優位性の紹介
　　(２) オープン･ショート型コイル
　　　1. オープン型コイル 2. ショート型コイル
　　　3. マルチバンドコイル
　　(３) kHz～MHz～GHz
　　　1. kHzコイル  2. MHzコイル 3. GHzコイル
　　(４) 電磁誘導と磁界共鳴の統一理論
　　　1. N-N, N-S, S-N, S-S
　　　2. S-S, S-P, P-S, P-P
　　(５) LCL-LCL（最新の回路トポロジー）
　　　1. S-LCL, P-LCL, LCL-S, LCL-P, LCL-LCL 2. LCC
５．磁界共鳴のシステム
　　(１) 周波数追従制御
　　(２) DC/DCコンバータとHARによる最大効率追従制御
　　(３) 2次側のみによる最大効率かつ所望電力の同時実現
６．EVへの走行中ワイヤレス充電
　　(１) 停車中給電の互換性問題 (２) 走行中充電の各種方式
　　(３) 走行中ワイヤレス給電の経済成立性
　　(４) 走行中ワイヤレス給電の大型トラックへの適用
　　　1. 大型車と乗用車が走行可能なシステム    2. 複数コイル給電と電力脈動
　　(５) 道路への埋め込み試験と耐久性
　　　1. 4年間のアスファルト埋設実験の詳細    2. 東京理科大学キャンパス内埋設
　　　3. 大型実車トラックによる10万輪走行の影響（国交省PJ）
　　　4. コンクリート道路へのコイル埋設
　　(６) WPTシステムの全容
　　　1. コイル選定、回路選定 2. センサレスでの高速動作中の車の検出方法
　　　3. 高速走行時におけるWPTの制御方法
　　　4. S-S v.s. Double-LCCのメリットデメリット
　　(７) DWPTにおける最大効率追従制御
　　(８) 車の速度推定を用いたDWPT制御
　　　1. 車体速度推定を用いたスイッチング     2. N-legインバータによる素子低減
　　(９) DWPTコイルによる自動走行
７．走行中ワイヤレス給電と再生可能エネルギーとの融合
　(１) DWPT×PV（太陽光発電）の未来像
　(２) DWPT×PVの研究開発

　2007年に発表された電磁誘導を基にした磁界共鳴は、大きなエアギャ
ップかつ位置ずれが生じても、高効率の電力伝送が可能な技術である。
電気自動車（EV）へのワイヤレス充電、家電へのワイヤレス給電、センサ
類へのワイヤレス給電、ガン治療応用など、多くのアプリケーションに対応
可能であり、大きな注目を浴びている。この磁界共鳴は反射を考慮した高
周波理論での説明が頻繁になされ、一般の回路理論技術者にとって敷
居が高い説明が多くなされてきた。
　そこで、本セミナーにおいては、高周波特有の現象を無視しても問題な
く本現象が扱える、一般的な領域における磁界共鳴について基礎から紹
介する。コイルの特性からシステムまで一通りの技術について説明する。
省令改正や停車中充電の国際標準化や規格動向（SAE規格J2954など）
そして、走行中充電の規格も含め最新動向についても紹介する。

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

会員（案内）登録していただいた場合、通常1名様申込で55,000円（税込）から

　・1名で申込の場合、49,500円（税込）へ割引になります。

　・2名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合、計55,000円（2人目無料）です

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。

セミナーURLはこちら→　https://www.rdsc.co.jp/seminar/240534 


